
（塾名） とよね地域未来塾        （運営主体）教育委員会教育課 

（取組の概要） 

１ 背景・ねらい 

 

２ 対象校・対象者 

３ 実施教科 

４ 実施場所 

５ 実施の形態 

 

 

６ 実施日・回数 

実施時間帯 

 

 

 

７ 登録人数 

８ 参加人数(平均) 

９ コーディネーター

等の取組の様子 

  

村内には民間の塾はなく、子供たちに学習習慣を定着させるため、また学習内容の

基礎基本事項の習得を支援する目的で、令和２年度よりスタートした。 

豊根中学校・全学年生徒 

国語・社会・数学・理科・英語 

豊根村社会教育施設「志高寮」・ＺＯＯＭ（各自宅） 

毎週 月・火・金曜日に志高寮にて対面授業を行っている。毎週水曜日に四天王寺

大学の大学生による「オンライン寺子屋Ⅰ」、毎週日曜日に豊根村出身大学生による

「オンライン寺子屋Ⅱ」を行っている。 

志高寮      ：毎週月・火・金曜日   130 回 

オンライン寺子屋Ⅰ：毎週水曜日       42 回 

オンライン寺子屋Ⅱ：毎週日曜日       27 回 

 志高寮：午後６時～８時  オンライン寺子屋Ⅰ：午後７時30 分～９時 

 オンライン寺子屋Ⅱ：午後8 時～９時30 分 

10 人（全生徒） 

３人 

コーディネーターが支援状況の把握、保

護者との連絡調整、学習支援員の援助等を

行っている。また、協働活動支援員が会場の

カギの管理や教室の事前準備、出欠席等の

記録を行っている。 

 

（取組の結果・効果） 

中学生全生徒10 人と少人数化が進んでいる中、全生徒が年度中いつでも利用できるよう登録制度は取って

いない。昨年より大幅に人数が減ったため、利用人数も減少したが、テスト期間は学校終了後から自習できる

よう教室を開放しており、全生徒の半数ほど利用している。 

また、塾に通えない生徒のためにオンライン塾も開講している。 

 

 


